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ＪＡ共済連では、次世代を担う子どもたちにも「介助犬」に対する理解を深めていただき、介助犬育成支援の輪をさらに広げていくことを目的に、７月４日（月）、紀宝町内の相野谷小学校・神内小学校、７月５日（火）、熊野市内の有馬小学校にて「ガンバレ！介助犬！ＪＡ共済はたらくワンワンランド」を開催します。
介助犬とは、交通事故等により障がいを負われた方の手足の代わりとなって、毎日の生活をお手伝いする犬のことで、障がいを負われた方が自立した生活を営むうえで、重要な役割を担っていますが、国内の認知度はまだまだ低いのが現状です。
ＪＡ共済では、交通事故等により障がいを負われた方々の社会復帰を応援するため、介助犬の育成・普及支援活動を展開しており、そうした活動の一環として、平成１９年度より介助犬が小学校や幼稚園を訪問して児童・園児たちと触れ合うイベントを実施しています。
イベントでは、社会福祉法人 日本介助犬協会のＰＲ犬による「介助犬のお仕事紹介デモンストレーション」などを行います。
デモンストレーションでは、児童たちが実際に車椅子に乗り、障がいを負われた方の視点から、様々な介助動作をサポートする介助犬の仕事ぶりを見ていただきます。
普段、なかなか見ることができない介助犬と直接触れ合い、子どもたちが介助犬について考える絶好の機会と考えています。

報道関係者の皆様におかれましては、ご多忙のところとは存じますが、取材のご検討を賜りたくお願い申しあげます。



　※　詳細は次頁より御覧下さい
◆ ガンバレ！介助犬！ＪＡ共済はたらくワンワンランド 概要 ◆

１．日 時 ならびに 会 場
平成２３年７月４日（月）１０：２５～１１：３０
　　　　　　紀宝町立相野谷小学校（南牟婁郡紀宝町井内）
平成２３年７月４日（月）１３：３５～１４：２０

　　　　　　紀宝町立神内小学校（南牟婁郡紀宝町神内）
平成２３年７月５日（火）１０：２５～１１：１０、１３：３５～１４：２０

　　　　　　熊野市立有馬小学校（熊野市有馬町）

２．主　催

ＪＡ三重南紀・ＪＡ共済連

３．次　第

　　(1) 開会

(2) 介助犬の紹介

(3) 介助犬絵本の読み聞かせ
(4) 介助犬クイズ

(5) 介助犬のデモンストレーション

(6) ふれあいＴＩＭＥ

(7) 閉会
４．これまでの開催状況
平成２１年度：伊賀市立西柘植小学校、伊賀市立猪田保育所

　　　　　　　　　第４回子育て応援！わくわくフェスタ（三重県営サンアリーナ）
　　平成２２年度：特別養護老人ホーム「彩四季」

　　　　　　　　　津市立草生小学校
　　　　　　　　　ＪＡ共済連三重「書道･ポスターコンクール表彰式」

　　　　　　　　　ＪＡ津安芸ＪＡまつり

　　　　　　　　　ＪＡ鳥羽志摩ＪＡまつり

ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会）三重県本部　普及部

担当 ：宮本、真弓、田中
TEL  ：０５９-２２９-９１３５
・ＪＡ共済ホームページ         http://www.ja-kyosai.or.jp/
・ＪＡ共済交通安全ホームページ http://www.ko-tsu-anzen.jp

《参考》
介助犬とは、交通事故などで障がいを負われた方の手足の代わりとなって、日常生活や社会復帰をお手伝いする特別なトレーニングを積んだ犬のことです。

介助犬が必要な人は、日本全国で
約１５，０００人といわれていますが、

平成２３年６月１日現在、正式認定犬は

５３頭しかいません。（厚生労働省調べ）
（社会福祉法人 日本介助犬協会所属の介助犬頭数：１７頭（平成２３年６月１日現在））
平成１５年１０月の「身体障害者補助犬法」の全面施行により、デパートやホテル・飲食店などの一般利用客の多い民間施設に対して、介助犬を同伴する使用者の受け入れが義務化された後も、同伴拒否を経験した使用者がいることから（※）、社会的認知・理解がなかなか進まないことが問題となっており、平成２１年度１１月にも介助犬同伴で新幹線に乗ろうとしたユーザーが、乗車券購入を断られるといった話題がメディアに取り上げられました。
※補助犬使用者（盲導犬136人、介助犬11人、聴導犬5人）のうち、51％が補助犬同伴を拒否された経験あり。
「出典：身体障害者補助犬法改正対策使用者団体連絡協議アンケート（平成１７年４月実施）」
◇ ＪＡ共済の介助犬支援 ◇

ＪＡ共済では、従来から交通事故被害者等への支援活動や、地域での交通安全運動を通じた事故の未然防止活動などの地域貢献活動に取り組んでいます。
これら地域貢献活動の一環として、交通事故などで障がいを負われた方の日常動作を介助する「介助犬」の育成・普及を支援しています。

具体的には、日本唯一の学術団体「ＮＰＯ法人 日本介助犬アカデミー」への研究支援や、全国で初めての介助犬総合訓練センター「シンシアの丘」（平成２１年５月１６日設立）で介助犬の育成につとめている「社会福祉法人 日本介助犬協会」への支援、介助犬の理解促進を目的としたＣＦの制作・放映など、介助犬育成支援の輪を広げる取組みを進めています。

以　上
平成２３年６月１０日


ＪＡ共済連三重





介助犬育成支援の輪　子どもたちに広がれ！


紀宝町立相野谷小学校･紀宝町立神内小学校・熊野市立有馬小学校で


介助犬デモンストレーションを開催


子どもたちにもっと介助犬を知ってほしいから７月４・５日にふれあいイベントを開催








－　主な介助動作　－





○車椅子の移動補助


○エレベーターのボタンを押す。


○起き上がりを助けてくれる。








○冷蔵庫を開けて、飲み物を持ってくる。


○ドアや窓を開ける。


○買い物を手伝う。








○靴・靴下・上着を脱がせる。


○電話・新聞・リモコンを持ってくる。


○落とした鍵・コイン・カードを拾う。








この件に関するお問い合わせ先





詳細や直近のデータは厚生労働省の補助犬ホームページ↓をご参照ください。


トップページ　　http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/syakai/hojyoken/index.html


実働頭数　　http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/syakai/hojyoken/html/b04.html


日本介助犬協会所属介助犬頭数　　http://www.s-dog.jp/
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介助を必要とする人








